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本論文はL-イソロイシンを約30 g / R" およびL- スレオニンを約80 g / R， 培養液中に蓄積する実
用生産株を育種したものである o
L- イソロイシンと L- リジンが共通の生合成経路で合成されること，およびL- リジン生産菌がL­
イソロイシン生産菌より高い対糖収率を示すことから， L ーイソロイシン生産株 Corynebαcterium
glutαmicum R -18株と L- リジン生産株S -37株の細胞融合を行っている。 R-18株は9.5 g / R， の
L- イソロイシンを， S-37株は26.8 g / R， の L- リジンを生産するが，融合株F -28株は12.1g/ R，
の L-イソロイシンと4.8 g / R， の L ーリジンを生産し， F -91株は4.8 g / R， の L- イソロイシンと
13.0 g の L- リジンを生産する(以上いずれも試験管培養)。これらの生産性は安定に遺伝する。 F-
28株はジャー培養においてはL-イソロイシン生産速度は2.4倍に改善され， 41時間培養で26.1 g / R, 
のイソロイシンを蓄積できる。
さらに， F-28株およびF-91株にスレオニンオペロンを含むプラスミドを導入すると，それぞれ
29.2 g / R， および29.6g/ R， の L- イソロイシンを蓄積する。
L- スレオニン生産株， Escherichia coli W株のKY -8366株は L- スレオニンによって発育阻害と
L- スレオニン生産組害をうけるのみでなく， L ースレオニン分解活性を有する。 E. coli の L- スレ
オニン分解がグリシンを経由する経路であることを推定し， L ースレオニンを窒素源として利用できな
い変異株H -3502を取得している O この変異株ではL ースレオニン分解活性は18%まで低下している O
H -3502株にリファンピシン耐性， L- リジン・メチオニン耐性， L ーホモセリン耐性， L ーアスパ
ラギン酸耐性を付与してL- スレオニン高生産株H -4578株を取得している o H -4578株はH -3502株
-644-
にくらべて，スレオニンオペロン酵素活性は 9 倍に増加しているO また L- スレオニン生産は試験管培
養でKY -8366株の3.8倍に増加し，ジャー培養で75時間で76 g / P_の L- スレオニンを生産している。
これは工業生産に耐える生産性であるo
論文の審査結果の要旨
L-イソロイシン， L- スレオニンはともに必須アミノ酸であり，とくに L ースレオニンは飼料添加
物として安価な大量生産が望まれている。本論文はL-イソロイシン生産株と L- スレオニン生産株を
育種した結果をまとめたものであり，次のような重要な結論を含んでいるO
1) L- イソロイシン生産性の Corynebαcterium glutαmicum R -18株と対糖収率のよい L- リジン
生産株 S -37株の細胞融合を行って，融合株中に対糖収率のよい L ーイソロイシン生産株が存在する
ことを証明している。
2) さらに上で得られた融合株に大腸菌のスレオニンオペロンを含むプラスミドを導入すると L-イソ
ロイシン生産性が向上することを示し，ジャー培養で約30 g / P_の L-イソロイシン生産を可能にし
ている。
3) L ースレオニン生産について， Escherichia coli W株からの誘導株KY -8366が，高濃度L ースレ
オニン存在下で， L- スレオニン生育阻害をうけるのみでなく， L- スレオニン分解活性を有するこ
とを明らかにしている。まずL- スレオニンを窒素源として利用できない変異株を分離してL ースレ
オニン分解活性を18%に低下させ，次いでリファンピシン耐性， L- リジン・メチオニン耐性， L ー
ホモセリン耐性と L-アスパラギン酸耐性を付与して最終生産株を得ているO
4) かくして得られた生産株はジャー培養において75時間で76 g / P_の L- スレオニン生産を示す。
以上のように本論文はアミノ酸醗酵工業ならびに醗酵生産学に貢献するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認めるo
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